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研究分野：アメリカ演劇・表象文化論 
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１．研究計画の概要 
本研究の目的は、アメリカ合衆国において、
いわゆる「〈９・１１〉以降」と呼ばれる状
況のなか、そのような社会経済政治構造の変
化を重要な文脈と見なしつつ、現代アメリカ
演劇がどのような展開を見せているのかを
実践的・理論的水準で把捉することにある。
本研究では、これまでの研究成果をふまえ、
「〈９・１１〉以降」という同時代のキーワ
ードを導入することにより、各国文学研究の
下位に位置づけられてきた研究分野として
の「演劇」ではなく、大きく変容を遂げつつ
ある世界＝グローバルを理論化・問題化しつ
つ、文化・芸術実践の重要な場所（サイト）
として、アメリカ合衆国＝ローカルにおける
２００１年以降のアメリカの現代演劇実践
を比較演劇学的に捉えようとするものであ
る。 
 
２．研究の進捗状況 
「〈９・１１〉以降の現代アメリカ演劇の実
態の把握」という観点から、ニューヨークと
ロスアンジェルスという東海岸と西海岸の
演劇の拠点都市と、アメリカ合衆国各地に存
在するリージョナル・シアターにおける演劇
実践を具体的な研究対象とし、該当する演劇
についての基本図書、すなわち現代アメリカ
演劇関係の研究書や演劇を扱ったさまざま
な雑資料（新聞、大衆雑誌を含めた諸雑誌）
の収集を行ってきた。また、本研究のもう一
つの重要なテーマである「〈９・１１〉以降」
をめぐる欧米ならびに日本における思想状
況を把握するため、多様な学問領域における
基本図書を収集・通読した。その際、批評理
論にかかわる諸文献――ポスト構造主義、フ
ェミニズム、ポストコロニアリズム、カルチ

ュラル・スタディーズ等々――と、テロリズ
ムやグローバリゼーションをめぐる思想・哲
学系の書物が資料収集の中心となった。さら
に、演劇の場合、活字メディアだけを見ても、
そこから得られるものは限られることが想
定されるので、活字メディア以外の演劇実践
に関係する映像資料も可能なかぎり収集す
ることになった。その研究成果は既に、いく
つかの学会発表や論文執筆によって、公表し
ている。また、内外の研究者との研究交流を
通し、本研究についてのさまざまな示唆を受
ける機会も多くあった。さらに、アメリカ国
内よりも主としてヨーロッパを活動の場と
しているアメリカ国籍者からなる演劇集団
の存在感が増していることを知ったことも、
大きな成果であった。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
大学の雑務等で時間を取られることが多い
が、本研究については、資料収集は順調に進
んでいる。ただし、研究代表者の研究の性質
上、研究テーマの延長線上で、日本の現代演
劇や演劇状況について招聘公演を行ったり､
論文執筆をすることも多くなってきている。
４．今後の研究の推進方策 
このまま資料収集をつづけていくことが基
本であるが、この研究を開始してから知るよ
うになったさまざまな新しいアメリカ現代
演劇の動きをより執拗に把捉することが今
後の課題になると考えている。 
５. 代表的な研究成果 
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